
棒状ホルダー先端のカッタ
ーを回転させ削り落とす

履歴管理性向上のため、ステンレス鋼サニタ
リー管の表面に施したレーザーマーキング

品質保証体制を強化サニタリー管履歴管理で協和ステンレス

穴
あ
け
の
バ
リ
簡
単
除
去
各
種
材
料
に
対
応
工
具
藤
居
製
作
所

「ＳＥＣＡＭのスピンサート」は熱や超音波
を使わず圧入でき、タッピンネジ以上の強さ

切
削
速
度
３
倍
実
績
も
切
削
油
剤
「
ア
ク
ワ
オ
イ
ル
」
関
西
化
研

超
硬
ボ
ー
ル
エ
ン
ド
ミ
ル
先
端
部
の
摩
耗
の
比
較

「
ア
ク
ワ
オ
イ
ル
」
使
用
時
　

他
社
の
エ
マ

ル
シ
ョ
ン
使
用

中
村
精
工
提
供

｜
Ｐ
Ｒ
｜

成形品に後圧入も可能インサート金具販売可陽工業

高
効
率
で
増
速
可
能
に
円
形
水
車
対
応
の
新
機
構
開
発
山
崎

墓石の黒ずみ落とす「消し石」で隅まで綺麗に勘左ヱ門

水あかで黒ずんだ墓石などを、傷つ
けずに簡単に掃除できる「消し石」

円板上にローラーを等間隔に配置し、
そのローラーがスクリューを回転駆動

油
圧
サ
ー
ボ
に
適
合
予
防
保
全
が
で
き
る
Ｍ
Ｉ
６
１
１
シ
ス
テ
ム
堀
内
機
械

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
メ
ー

カ
ー
の
関
西
化
研

京
都
府

八
幡
市
下
奈
良
宮
ノ
道
６
、

安
井
秀
樹
社
長
、

０
７
５

・
９
８
２
・
５
１
８
０
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
７
５
・
９
８
２
・
４

３
６
１

は
、
難
加
工
、
難

削
材
の
加
工
で
課
題
を
持
つ

顧
客
の
問
題
解
決
に
乗
り
出

し
た
。

　
高
含
水
超
潤
滑
型
切
削
油

剤
「
ア
ク
ワ
オ
イ
ル
」
は
、

難
加
工
・
難
削
材
用
の
切
削

油
剤
で
、

年
の
開
発
以
来

好
評
を
博
し
て
い
る
。
油
は

使
い
た
く
な
い
が
、
従
来
の

水
溶
性
切
削
油
剤
で
は
精
度

・
工
具
寿
命
が
極
端
に
低
下

し
て
困
っ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー

の
問
題
を
解
決
す
る
。
写
真

は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
歯
切
り
加
工
で
は
東
名
技

研
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、

仕
上
げ
面
精
度
は
油
と
同
等

で
、
工
具
寿
命
は
２
倍
以

上
、
切
削
速
度
は
約
１
・
５

倍
と
い
う
驚
異
的
な
性
能
を

発
揮
し
て
い
る
。
加
工
速
度

を
３
倍
以
上
に
上
げ
た
実
績

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
加
工
事

例
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
い
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
加
工
事

例
も
多
数
追
加
し
た
。
ド
リ

ル
の
面
粗
度
が
０
・
８
ａ
か

ら
０
・
２
ａ
に
な
っ
た
事
例

や
難
加
工
の
動
画
を
載
せ
た

事
例
も
公
表
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
必

要
な
油
剤
技
術
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
し
て

い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
は
簡

単
に
面
粗
度
・
工
具
寿
命
の

向
上
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
る
。

　
可
陽
工
業

堺
市
堺
区
住

吉
橋
町
１
の
２
の

、
角
谷

勲
社
長
、

０
７
２
・
２
２

２
・
０
３
２
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
２
・
２
２
２
・
１
２
７

７

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
で
既
に
成
形
し
た
製
品

に
、
後
か
ら
圧
入
も
で
き
る

純
日
本
製
イ
ン
サ

ー
ト
金
具
「
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｍ
の
ス
ピ
ン

サ
ー
ト
」
を
販

売
、
各
方
面
で
使

用
さ
れ
、
好
評
を

博
し
て
い
る
。

　
圧
入
で
き
る
た

め
、
熱
や
超
音
波

は
不
要
。
強
さ
は

タ
ッ
ピ
ン
ネ
ジ
以

上
を
確
保
で
き

る
。
後
圧
入
で
使

用
す
る
こ
と
で
、

道
具
な
し
で
容
易

に
金
属
を
樹
脂
か

ら
分
離
で
き
、
再

生
や
予
備
成
形
お

よ
び
在
庫
が
可
能

と
な
り
、
出
荷
ま
で
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
の
短
縮
な
ど
、
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
。

標
準
サ
イ
ズ
と
し
て
Ｍ
２
か

ら
Ｍ
６
ま
で
そ
ろ
え
て
お

り
、
種
々
の
製
品
に
利
用
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い

る
。
同
社
で
は
、
成
形
の
合

理
化
・
自
動
化
に
大
い
に
役

立
ち
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
適

合
し
て
い
る
「
ス
ピ
ン
サ
ー

ト
」
を
大
阪
・
日
本
橋
の
ナ

ニ
ワ
ネ
ジ
な
ど
か
ら
販
売
し

て
い
る
。
ま
た
、
姉
妹
品
と

し
て
回
転
が
不
要
、
挟
ん
で

針
金
な
ど
で
締
め
付
け
る
だ

け
で
Ｏ
Ｋ
の
樹
脂
製
緩
み
止

め
ナ
ッ
ト
「
ス
ッ
ポ
ン
」
、

さ
ら
に
は
金
属
製
で
強
力
に

全
面
接
触
す
る
緩
み
止
め
ナ

ッ
ト
「
ス
ッ
ポ
ン
メ
タ
ル
タ

イ
プ
」
が
あ
る
。

　
協
和
ス
テ
ン
レ
ス

大
阪

府
和
泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ

３
の
７
の
５
、
抽
冬
正
二
社

長
、

０
７
２
５
・
５
３
・

０
１
８
８

は
、
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
サ
ニ
タ
リ
ー
管
の
品
質

保
証
体
制
を
強
化
す
る
。
サ

イ
ズ
や
材
質
、
製
造
時
期
な

ど
の
製
品
表
示
を
パ
イ
プ
表

面
へ
の
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
キ
ン

グ
に
切
り
替
え
て
履
歴
管
理

を
可
能
に
し
て
い
く
。
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
品
質
管
理

に
役
立
て
る
。

　
同
社
は
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
キ

ン
グ
装
置
を
導
入
し
品
質
へ

の
影
響
を
検
証
。
熱
影
響
、

機
械
的
性
質
、
耐
食
性
、
表

面
粗
さ
の
各
項
目
で
問
題
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
日
本

工
業
規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ

の
改

正
に
伴
う
認
証
を
取
得
済
み

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク

だ
。

「
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
パ

イ
プ
」
と
し
て
実
用
新
案
も

取
得
し
た
。
証
紙
を
包
装
材

に
張
り
付
け
る
従
来
の
手
法

で
は
、
開
封
後
に
他
社
製
品

と
の
区
別
が
で
き
な
く
な
る

課
題
が
あ
っ
た
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
サ
ニ
タ
リ

ー
管
は
主
に
食
品
工
場
の
配

管
に
使
わ
れ
る
。
同
社
は
２

０
０
９
年
に
改
正
さ
れ
た
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
サ
ニ
タ
リ
ー
管

の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
国
内

で
初
め
て
取
得
。

改
正
前
は
適
用
範

囲
で
な
か
っ
た
医

療
・
医
薬
品
工
業

で
も
適
用
可
能
に

な
っ
た
。
た
だ
現

状
で
は
同
規
格
の

認
知
度
が
低
い
こ

と
か
ら
、
旧
規
格

品
と
混
同
さ
れ
る

こ
と
も
少
な
く
な

い
と
い
う
。
レ
ー

ザ
ー
マ
ー
キ
ン
グ

化
に
よ
り
、
新
規

格
の
認
知
度
向
上

も
目
指
す
。

　
一
家
の
繁
栄
は
墓
の
掃
除

か
ら
。
墓
を
大
切
に
す
る
家

庭
は
幸
せ
に
な
れ
る
と
も
言

わ
れ
る
が
、
定
期
的
な
墓
参

り
と
掃
除
は
最
も
大
切
な
こ

と
。
し
か
し
、
掃
除
の
場
合

に
石
の
広
い
面
は
拭
け
ば
あ

ふ

る
程
度
き
れ
い
に
な
る
も
の

の
、
や
っ
か
い
な
の
が
石
の

隅
の
部
分
。
黒
ず
ん
だ
と
こ

ろ
の
汚
れ
を
落
と
す
の
は
難

し
く
、
固
い
モ
ノ
で
無
理
に

こ
す
る
と
石
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
。

　
勘
左
ヱ
門

堺
市
西
区
草

部
１
１
５
２

は
、
た
わ
し

や
ワ
イ
ヤ
ブ
ラ
シ
な
ど
で
は

落
と
せ
な
い
墓
石
の
黒
ず
み

を
消
し
と
る
こ
と
が
可
能
な

「
消
し
石

写
真
」
を
発
売

し
た
。

　
水
あ
か
で
黒
ず
ん
だ
と
こ

ろ
に
水
を
か
け
「
消
し
石
」

で
こ
す
る
だ
け
。
墓
石
を
傷

つ
け
る
こ
と
な
く
、
簡
単
に

黒
ず
み
を
落
と
す
こ
と
が
で

き
る
。

　
主
原
料
は
天
然
の
粘
土
。

洗
剤
や
研
磨
剤
が
不
要
で
、

墓
石
に
薬
品
が
し
み
こ
む
心

配
も
な
い
。
平
滑
面
で
あ
れ

ば
洗
面
台
の
排
水
金
具
を
は

じ
め
、
幅
広
い
用
途
に
使
用

で
き
る
。

　
重
量
は
約

。
価
格
は

１
０
０
０
円
。

別
途
送
料
２
５

０
円

２
個
以

上
の
注
文
の
場

合
は
送
料
無

料

。
購
入
者

に
は
風
水
の

「
強
運
の
護

符
」
を
贈
呈
す

る
。

　
申
し
込
み
は

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
・

７
０
・
３
６
６

６

平
日
９
―

時

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・

２
７
５
・
０
０
６
３
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
購
入
の
場

合
はま

で
。

　
山
崎

堺
市
南
区
三
木
閉

１
４
８
の
１
、
山
崎
攻
社

長
、

０
７
２
・
２
９
７
・

０
１
６
８

は
既
存
の
円
形

水
車
に
使
用
可
能
な
増
速
機

構
を
開
発
し
た

特
許
出
願

済
、
意
匠
登
録
済

。
同
機

構
は
円
板
上
に
ロ
ー
ラ
ー
を

等
間
隔
に
配
置
し
そ
の
ロ
ー

ラ
ー
が
ス
ク
リ
ュ
ー
を
回
転

駆
動
さ
せ
る
方
式
。
ス
ク
リ

ュ
ー
の
羽
根
と
ロ
ー
ラ
ー
が

転
が
り
接
触
の
た
め
摩
耗
が

少
な
く
耐
久
性
に
優
れ
る
。

　
従
来
の
歯
車
式
増
速
機
構

と
比
べ
高
効
率
で
増
速
で

き
、
簡
単
な
構
造
で
大
き
な

増
速
比
が
得
ら
れ
る
。
幅
１

・
３

、
水
深

、
流

速
２
・
５

毎
秒
の
用
水
路

で
直
径
３

、
幅
１
・
２

の
水
車
に
増
速
比

倍
の
増

速
機
構
を
取
り
付
け
、
コ
ア

ー
レ
ス
型
発
電
機
を
回
転
さ

せ
た
場
合
、
定
格
出
力
約
３

の
発
電
が
実
現
。
こ
の

増
速
機
構
は
、
同
社
が
開
発

し
た
楕
円
形
水
車
や
、
サ
ボ

だ
え
ん

ニ
ウ
ス
型
、
ダ
リ
ウ
ス
型
な

ど
の
垂
直
軸
型
風
車
に
も
使

用
可
能
だ
。

　
環
境
・
低
炭
素
化
技
術
企

業
認
定
事
業
「
さ
か
い
環
境

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
に
認
定

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
環
境
に

や
さ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
へ
の
貢
献
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
同
シ
ス
テ

ム
は

月

―

日
開
催
の

環
境
展
示
会
「
エ
コ
プ
ロ
ダ

ク
ツ
２
０
１

２
」

東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ

ト

で
紹
介

予
定
。
問
い

合
わ
せ
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ

０

７
２
・
２
９

７
・
０
１
６

９

か
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上

へ
。

　
穴
あ
け
バ
リ
を
簡
単
に
取

る
切
削
工
具
が
注
目
さ
れ
て

い
る
中
、
藤
居
製
作
所

京

都
府
久
世
郡
久
御
山
町
野
村

村
東
１
７
８
の
１
、
藤
居
隆

社
長
、

０
７
５
・
６
３
１

・
７
３
７
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７

５
・
６
３
１
・
７
３
４
８

が
「
イ
ン
ナ
ー
カ
ッ
ト
Ｌ
Ｇ

型
」
を
発
売
、
好
評
を
博
し

て
い
る
。
同
製
品
は
円
筒
状

の
部
品
に
あ
け
た
穴
の
内
面

に
生
じ
る
バ
リ
を
、
棒
状
ホ

ル
ダ
ー
の
先
端
に
つ
け
た
カ

ッ
タ
ー
を
回
転
さ
せ
削
り
落

と
す
。

　
自
動
車
部
品
や
空
調
機
器

に
組
み
込
ま
れ
る
金
属
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
硬
質
ゴ
ム
の
各
パ
ー

ツ
に
対
応
し
て
い
て
、
同
パ

ー
ツ
の
内
部
を
通
る
シ
リ
ン

ダ
ー
の
損
傷
を
防
ぐ
。

　
カ
ッ
タ
ー
は
ネ
ジ
式
で
簡

単
に
交
換
で
き
る
。
角
度
も

度

標
準

の
ほ
か
、

度
と
１
２
０
度
が
あ
り
、

度
か
ら
１
２
０
度
ま
で
の
任

意
の
角
度
の
製
作
に
も
対
応

す
る
。

　
価
格
は
ボ
ー
ル
盤
に
取
り

付
け
る
本
体
と
ホ
ル
ダ
ー

カ
ッ
タ
ー
付
き

の
セ
ッ

ト
で
５
万
２
８
０
０
円
か
ら

７
万
３
９
０
０
円
ま
で
、
７

種
類
。
本
体
は
共
通
な
の
で

ホ
ル
ダ
ー
だ
け
を
買
い
足
す

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
ホ
ル

ダ
ー
を
電
動
式
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
に
取
り
付
け
て
手
持
ち

で
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
。

新
配
管
シ
ス
テ
ム
用
継
ぎ

手
「
キ
ュ
ー
ブ
」
シ
リ
ー

ズ
３
種
、
こ
れ
ら
を
利
用

す
る
こ
と
で
現
場
で
の
溶

接
を
最
小
限
に
で
き
る

（ ） 【全面広告】 ２０１２年 平成２４年 １２月１２日 水曜日 　　

　
堀
内
機
械

営
業
部
・
堺

市
堺
区
竜
神
橋
町
１
の
２
の

、

０
７
２
・
２
２
１
・

５
０
０
５

は
ユ
ー
テ
ッ
ク

大
阪
府
太
子
町

開
発
の

新
油
圧
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ｉ
６

１
１
」
と
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー

の
組
み
合
わ
せ
を
新
発
売
し

た
。

　
近
年
、
増
加
し
て
い
る

油
圧
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
は

微
妙
な
作
動
特
性
が
得
ら

れ
る
こ
と
が
特
徴
だ
が
、

そ
れ
ゆ
え
に
極
端
に
異
物

を
嫌
ら
い
、
ま
た
エ
ア
噛か

み
に
よ
る
作
動
不
良
は
致

命
傷
と
も
な
る
。
し
か

し
、
Ｍ
Ｉ
６
１
１
油
圧
シ

ス
テ
ム
は
、
新
設
時
に
行

う
エ
ア
抜
き
が
短
時
間
で

確
実
に
行
え
、
そ
の
う
え

異
物
除
去
の
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
の
必
要
性
が
な
く
な

る
。
　

　
同
シ
ス
テ
ム
で
は
独
自

の
新
配
管
シ
ス
テ
ム
用
継

ぎ
手
「
キ
ュ
ー
ブ
エ
ル

ボ
」
、
「
キ
ュ
ー
ブ
テ

ィ
」
を
利
用
す
る
の
で
現

場
で
の
溶
接
は
最
小
限
に
し

て
い
る
。
配
管
の
フ
ラ
ン
ジ

溶
接
部
は
内
側
溶
接
を
行

い
、
異
物
や
エ
ア
溜
ま
り
の

だ

原
因
箇
所
を
な
く
し
て
い

る
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
部
に
は
独
自
開

発
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
弁
を
使

用
。
バ
ル
ブ
部
に
初
期
の
異

物
混
入
油
を
経
由
さ
せ
ず
に

循
環
で
き
る
た
め
、
異
物
噛

み
込
み
に
よ
る
バ
ル
ブ
の
初

期
不
良
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
作
動
油
が
循
環

し
な
い
た
め
に
発
生
す
る
早

期
作
動
油
劣
化
、
摩
耗
粉
な

ど
に
よ
る
機
器
の
短
寿
命
も

防
げ
る
。

　
Ｍ
Ｉ
６
１
１
シ
ス
テ
ム
は

異
物
、
エ
ア
を
嫌
う
油
圧
サ

ー
ボ
シ
ス
テ
ム
に
最
適
と
い

え
る
。


